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伝統行事を体験
五穀豊穣を願う小正月行事の団子刺し。園児
たちに地域の伝統行事を知ってもらおうと、成
田幼稚園で団子刺しが行われました。園児た
ちは色とりどりの団子をつぎつぎと枝に刺し
て、小正月行事を楽しんでいました。
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町
で
は
、
所
得
税
と
町
県
民
税

の
確
定
申
告
相
談
を
２
月
７
日（
木
）

か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行

い
ま
す
。
こ
の
相
談
は
、
平
成
19

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ

の
内
容
が
平
成
20
年
度
の
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課

税
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
期
限

が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
、
申
告
の
内
容
に
よ
っ

て
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
申
告
相
談
の
際
は
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。�

����

　
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。�

・
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
鏡

石
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
19
年

中
に
何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。

た
だ
し
、
所
得
が
な
か
っ
た
方
で

も
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
や
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
な
ど
は
申
告
が
必
要
で
す
。�

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
や

営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
方
。�

・
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
も
、
１

月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
鏡
石

町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提

出
が
な
か
っ
た
方
。�

・
平
成
19
年
の
中
途
で
退
職
さ
れ

た
方
。�

・
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

や
一
時
金
、
ま
た
は
生
命
保
険
ま

た
は
損
害
保
険
契
約
に
基
づ
く
満

期
返
戻
金
の
収
入
が
あ
っ
た
方
。�

・
平
成
19
年
中
に
土
地
や
建
物
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
。�

���

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
へ
提
出
さ
れ
る
方
。�

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
が
な

く
、
勤
務
先
ま
た
は
給
与
支
払
者

か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
済
み
の
方
。�

　
た
だ
し
、
新
た
に
医
療
費
控
除

や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
税

務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
を
除
き
、
申
告
が
必
要
で
す
。�

・
平
成
19
年
中
に
所
得
が
な
く
鏡

石
町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に
な

っ
て
い
る
方
。�

�

���

・
印
鑑�

・
平
成
19
年
中
の
収
入
や
支
出
な

ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
通
帳
、
出

荷
伝
票
、
領
収
書
な
ど�

・
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は

平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票�

・
平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
と
国
民

年
金
基
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

任
意
継
続
社
会
保
険
料
な
ど
の
領

収
書�

・
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料
（
旧
長
期
損
害

と
地
震
保
険
）
な
ど
の
支
払
証
明

書�・
身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
の
方

は
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
手

帳
ま
た
は
証
明
書�

・
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
平
成
19
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
（
合
計
額
を

計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
）
と
高

額
医
療
費
や
生
命
保
険
入
院
特
約

等
か
ら
還
付
さ
れ
た
金
額
の
分
か

る
書
類�

・
営
業
、
事
業
、
農
業
所
得
者
は

収
支
の
分
か
る
内
訳
書
な
ど�

・
平
成
19
年
中
に
農
業
用
機
械
な

ど
を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領

収
書
な
ど�

・
所
得
税
の
還
付
や
納
税
の
際
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、

銀
行
名
や
口
座
番
号
の
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）
と
銀
行
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。�

◇
問
い
合
わ
せ
先�

須
賀
川
税
務
署
　
75
―
２
１
９
４�

町
税
務
町
民
課
　
62
―
２
１
１
４�

申
告
会
場
　
　
　
62
―
３
１
８
４�
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・
平
成
20
年
度
住
民
税
課
税
分
か

ら
住
宅
や
家
財
な
ど
の
生
活
資
産

を
対
象
と
し
た
地
震
保
険
料
控
除

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
震
保
険
料
契
約
の
保
険
料
の

２
分
の
１
（
控
除
限
度
額
２
５
０

０
０
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。�

・
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
15
年
１

月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
は
、

今
年
度
か
ら
住
民
税
額
が
全
額
課

税
と
な
り
ま
す
。�

・
税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19
年

に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
さ

れ
な
か
っ
た
方
は
、
既
に
納
付
済

の
平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
額
か

ら
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ

た
相
当
額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
申

告
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

���

　
平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に

よ
り
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、

控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が

あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民

税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き

ま
す
。�

○
申
告
の
方
法�

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

な
い
方
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

申
告
書
に
源
泉
徴
収
票
を
添
付

し
て
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在

お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。�

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
は
、
所
得
税
の
申
告
書
と

一
緒
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。�

○
申
告
期
限�

　
平
成
20
年
３
月
17
日
（
月
）�

○
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
対
象
の
要
件�

　
年
末
調
整
で
控
除
を
受
け
て

い
る
方
は
、
平
成
19
年
分
の
源

泉
徴
収
票
の
適
用
欄
に
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」

が
記
載
さ
れ
、
「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き

い
場
合
に
町
県
民
税
額
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
確
定
申
告
で
控
除
を
受
け
て

い
る
方
は
、
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
」
と
「
税
源
移
譲

前
の
税
率
で
算
出
し
た
所
得
税

相
当
額
」
の
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
よ
り
、
平
成
19
年
分
所
得

税
額
が
小
さ
い
場
合
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。�

※
申
告
書
と
記
載
要
領
は
税
務

町
民
課
に
あ
り
ま
す
。�

　
須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
19

分
確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
２
月

18
日（
月
）
か
ら
３
月
17
日（
月
）

ま
で
須
賀
川
市
産
業
会
館
に
（
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
設

置
し
て
お
り
ま
す
。�

　
会
場
で
は
、
申
告
書
を
作
成
す

る
際
の
不
明
な
点
を
税
務
署
員
に

質
問
し
な
が
ら
、
自
ら
の
申
告
書

を
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
作
成
の
上
、

そ
の
場
で
「e-T

ax

（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る

申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
な
お
、
本
人
確
認
が
で
き
る
免

許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
提
出
方
法

が
大
変
便
利
で
す
。�

１．

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

告
書
を
作
成
し
、
郵
送
で
提
出�

＊
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
　http://w

w
w
.nta.go.jp�

２．

e-T
ax

（
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
申
告�

　
便
利
で
使
い
や
す
く
な
っ
たe-

T
ax

を
利
用
す
る
場
合
は
、
特
集

ペ
ー
ジ
「e-T

ax

で
確
定
申
告
」�

（w
w
w
.nta.go.jp/e-tax

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

���

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
前

年
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

・
入
院
な
ど
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合�

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合�

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。�

���

　
平
成
19
年
中
に
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
利
益
に
は
、
譲
渡

所
得
と
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
特
例
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例
の

適
用
を
受
け
る
に
は
様
々
な
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。�

　
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
も
、
他
の

所
得
と
一
緒
に
確
定
申
告
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。�

◇
問
い
合
わ
せ
先�

須
賀
川
税
務
署
　
75
―
２
１
９
４�

期　間�
場　所�

2/7（木）～3/17（月）�
勤労青少年ホーム�

所
得
税
の
還
付
申
告�

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き�

※住宅ローン控除可能額と税源移譲前の税率で算出した所得税相当額のいずれか少ない金額から、
　税源移譲後の所得税額を差し引いた金額です。�
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�
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�

地
震
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控
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震
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険
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控
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の
改
正
改
正
�

地
震
保
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控
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な
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の
改
正
�
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告
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必
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必
要
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方
�
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�
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宅
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ロ
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控
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控
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新行政区長のみなさん�
任期�
平成20年１月１日から�
平成20年12月31日まで�

鏡田区（再）�
西牧　英二�さん�

高久田区（新）�
根本　達夫�さん�

仁井田区（新）�
真島　鉄夫�さん�

鏡石4区（再）�
渡辺　俊広�さん�

鏡石1区（再）�
小貫　辨明�さん�

鏡石3区（新）�
有我　　忠�さん�

豊郷区（新）�
小池　幹雄�さん�

旭町区（新）�
小出　幹夫�さん�

さかい区（新）�
込山　清人�さん�

久来石区（再）�
大河原　晟�さん�

鏡石2区（再）�
今駒　　弘�さん�

笠石区（新）�
面川　平六�さん�

成田区（再）�
斎田　一男�さん�

45

圧雪路面とつるつる凍結路面での停止距離（スタッドレスタイヤ装着車）�

　
平
成
20
年
の
行
政
区
長
13
名

が
決
定
し
、
１
月
７
日
（
月
）

役
場
第
一
会
議
室
に
お
い
て
、

委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
式
で
は
、
木
賊
町
長
か
ら
退

任
さ
れ
た
７
名
の
区
長
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
今
年
の
13
名

の
区
長
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
木
賊
町
長
が
「
退

任
さ
れ
る
区
長
様
に
は
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い

区
長
様
に
は
、
町
発
展
の
た
め

一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
行
政
区
長
は
、
み
な
さ
ん
の

地
域
の
要
望
な
ど
を
町
へ
伝
え

る
太
い
パ
イ
プ
の
よ
う
な
重
要

な
役
割
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

区
長
の
任
期
は
、
今
年
12
月
末

ま
で
で
す
。�

　
ま
た
、
行
政
区
長
協
議
会
の

役
員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）�

会
　
長
　
西
牧
英
二（
鏡
田
区
）�

副
会
長
　
渡
辺
俊
広
（
鏡
石
４
区
）�

会
　
計
　
大
河
原
晟
（
久
来
石
区
）�

監
　
事
　
斎
田
一
男（
成
田
区
）�

　
〃
　
　
真
島
鉄
夫
（
仁
井
田
区
）�

　
昨
年
の
交
通
事
故
の
形
態
を
見

る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ

る
追
突
や
出
会
い
頭
の
事
故
が
多

か
っ
た
で
す
。
昨
年
の
死
亡
者
数

の
６
名
の
う
ち
、
４
名
が
高
齢
者

で
し
た
。
夜
光
反
射
材
の
活
用
促

進
な
ど
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
は
罰
則
強
化

な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
無
く
な
ら
な
い
こ
と
が
問

題
で
す
。
引
き
続
き
、
飲
酒
運
転

撲
滅
の
た
め
諸
施
策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
夜
は
、
ラ
イ
ト
の
遠
目
、
近
目

を
積
極
的
に
使
用
し
、
歩
行
者
な

ど
の
早
期
発
見
に
努
め
て
運
転
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。�

　
警
察
署
で
は
、
　
十
分
な
車
間

距
離
、
　
10
分
早
め
の
出
発
、
　

10
％
の
減
速
の
３
つ
の
10
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が

気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
運
転
す

る
こ
と
が
交
通
事
故
の
防
止
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。�

　
昨
年
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

事
故
件
数
93
件
、
死
者
１
名
、

傷
者
数
１
１
４
名
で
、
前
年
と

比
較
す
る
と
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。
交
差
点
で
の
追
突
や
出

会
い
頭
の
事
故
が
多
く
、
今
後
、

交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心

と
し
た
交
通
事
故
防
止
運
動
の

重
点
項
目
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
冬
は
、
朝
晩
の
気
温
が
急
激

に
下
が
り
、
路
面
が
凍
結
す
る

な
ど
運
転
に
は
十
分
気
を
遣
う

季
節
で
す
。
１
月
６
日
に
は
、

町
内
で
ス
リ
ッ
プ
が
原
因
と
見

ら
れ
る
事
故
に
よ
り
、
軽
自
動

車
を
運
転
す
る
女
性
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
は
、
交
差
点
、
橋
の
上
、

日
中
で
も
日
が
当
た
ら
な
い
日

陰
部
分
な
ど
で
は
特
に
注
意
し

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
凍
結
、

積
雪
路
面
で
の
注
意
事
項
を
下

段
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
総
務
課�
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�

　
全
国
的
に
見
る
と
、
昨
年

１
年
間
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
亡
者
数
は
54
年
ぶ
り
に
５

千
人
台
と
な
る
な
ど
、
飲
酒

運
転
の
罰
則
強
化
な
ど
に
よ

り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
須
賀
川
警
察
署
管
内

の
事
故
件
数
は
、
県
内
で
一

番
高
い
増
加
率
を
記
録
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
路
面
状
態
が
悪
い
こ

の
季
節
の
運
転
対
策
な
ど
、

須
賀
川
警
察
署
交
通
課
長
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
交
え

て
紹
介
し
ま
す
。�

木賊町長から委嘱状を受領する西牧区長�

本
当
に
怖
い�

　
　
　
冬
の
雪
道�

冬
の
運
転�

　
　

６
ヵ
条�

インタビュー�
須賀川警察署�
　交通課長 佐藤仁康警部� 【凍結・積雪路面での注意事項】�

○急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキなど「急」
が付く運転はしない。�
○制動距離が長くなることから、車間距離を長くとり速
度は控えめに。�
○カーブや交差点を進行する際は、あらかじめ手前で減
速し、カーブや交差点内ではブレーキをかけない。�
○一見濡れているように見える路面でも、凍結している
場合があるので、路面状況を十分に確認しながら進行
する。�
○スタッドレスタイヤや４ＷＤ（四輪駆動自動車）を過
信しない。�
○降雪時は、極端に視界が悪くなるので状況に応じた速
度に減速する。�



ピアノ伴奏を務める小川さん�

成人者代表として謝辞を述べる　久さん� 力強く宣誓する鈴木さん（左）、佐久間さん�

県内で最高のCMが完成�
＝ふるさとCM大賞受賞＝�

新春の集いに162名が参加�
＝年賀交歓会を開催＝�

年頭のあいさつをする木賊町長�年頭のあいさつをする木賊町長�

交通事故防止を祈願�
＝交通安全祈願祭＝�

汚名返上に誓いを新たにする会員�汚名返上に誓いを新たにする会員�

無火災へ誓い新た�
＝町消防団出初め式＝�

通常点検を受ける団員�通常点検を受ける団員�

オセアニア研修の抱負を語る�
＝海外農業研修事業壮行会＝�

研修に向けた抱負を語る渡辺さん�研修に向けた抱負を語る渡辺さん�

賞状を披露する面川委員長（写真中央）�賞状を披露する面川委員長（写真中央）�

新　成　人　の　一　言�
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成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が

１
月
13
日
（
日
）
町
公
民
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
成
人
式
該
当
者
は
昨
年
よ
り
29

名
少
な
い
１
６
８
名
で
し
た
。�

　
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
姿
や
、
り

り
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
を
前

に
、
木
賊
町
長
が
「
若
い
み
な
さ

ん
に
は
、
自
分
で
新
し
い
時
代
を

切
り
開
か
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

と
、
稲
田
耕
作
教
育
委
員
長
が
「
時

代
の
若
き
担
い
手
と
し
て
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
次
に
、
成
人
者
を
代
表
し
て
今

泉
厚
さ
ん
に
成
人
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
鈴
木
裕
弥
さ

ん
、
佐
久
間
美
里
さ
ん
が
「
今
日

の
喜
び
を
か
み
し
め
、
一
層
心
身

の
鍛
練
と
教
養
の
向
上
に
努
め
ま

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
仲
沼
義
春
町
議
会
議

長
、
斎
藤
健
治
県
議
会
議
員
、
中

学
校
の
恩
師
を
代
表
し
て
近
藤
仁

一
教
諭
が
祝
辞
を
述
べ
、
小
川
香

菜
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
参
加

者
全
員
に
よ
り
「
牧
場
の
朝
」
を

斉
唱
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
　
久

勇
人
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
友
人
な
ど
と
近
況
を
交
換
し

て
い
ま
し
た
。�

　家族や友人、多くの方々
の支えにより、無事に成
人を迎えることができ、
心より感謝しています。
ありがとうございます。�
　これからは、成人とし
ての自覚を持ち、笑顔を
忘れず、一生懸命努力し
ていきたいと思います。�

　
町
づ
く
り
団
体
キ
ラ
ッ
セ
ま
ち
づ
く
り
（
面

川
志
朗
委
員
長
）
は
、
福
島
放
送
主
催
の
ふ

る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
最
高
の
賞
に
あ
た
る
大

賞
を
受
賞
し
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
る
東
北

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
面
川
委
員
長
は
12
月
27
日
、
木
賊
町
長

を
訪
れ
、
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ

は
、「
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｎ 

’＆
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、

出
演
者
が
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
も
の
で
す
。
ゴ

ミ
の
な
い
町
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
キ
ラ
ッ
セ
ま
ち
づ
く

り
の
メ
ン
バ
ー
は
月
に
１
回
程
度
、
町
内
の

清
掃
活
動
を
実
施
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。�

　
副
賞
と
し
て
、
今
年
１
年
間
に
３
６
５
回

の
Ｃ
Ｍ
放
送
が
行
わ
れ
、
県
内
に
町
を
広
く

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
新
春
を
飾
る
年
賀

交
歓
会
が
１
月
４
日

行
わ
れ
、
１
６
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
木
賊
町
長
が
「
昨

年
は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

社
会
実
験
の
ス
タ
ー

ト
な
ど
着
実
に
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
50
周
年

に
向
け
て
飛
躍
の
年

に
し
た
い
」
と
年
頭

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。�

　
そ
の
後
、
仲
沼
義

春
町
議
会
議
長
な
ど

来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
曲
「
牧

場
の
朝
」
を
参
加
者

全
員
で
斉
唱
し
ま
し
た
。�

　
交
通
安
全
祈
願
祭

が
１
月
13
日
鹿
島
神

社
（
高
久
田
地
内
）

で
行
わ
れ
、
町
内
の

交
通
事
故
防
止
を
祈

願
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
交
通
安

全
関
係
者
約
40
名
が

参
加
し
、
各
交
通
団

体
の
代
表
者
８
名
が

玉
串
を
奉
て
ん
し
ま

し
た
。�

　
昨
年
の
須
賀
川
警

察
署
管
内
の
交
通
事

故
件
数
が
県
内
最
多

の
ワ
ー
ス
ト
１
と
い

う
残
念
な
結
果
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、

各
種
交
通
事
故
防
止

に
向
け
た
啓
発
運
動

を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。�

　
町
消
防
団
出
初
め

式
が
１
月
４
日
午
前

10
時
30
分
か
ら
団
員

約
90
名
が
出
席
し
、

鳥
見
山
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
昨
年
１
年

間
無
火
災
の
第
１
、５
、

８
、９
分
団
が
表
彰
さ

れ
、
大
河
原
団
長
が

訓
辞
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
木
賊
町
長
が

通
常
点
検
を
実
施
し
、

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
終
了
後
に
は
、
町

内
を
防
火
パ
レ
ー
ド

し
て
今
年
１
年
間
の

無
火
災
へ
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。�

　
渡
辺
定
之
さ
ん
（
高

久
田
）
が
、
県
主
催

の
農
業
経
営
者
海
外

派
遣
事
業
の
研
修
生

と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
１

月
15
日
（
火
）
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
壮
行
会

が
行
わ
れ
、
約
20
名

が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
渡
辺
さ
ん
は
壮
行

会
の
席
上
「
町
の
農

業
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
研
修
の
意
気
込
み

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
１
月
22
日

か
ら
12
日
間
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
す
。�

深
谷
愛
美

�さ�
ん�

　今日、こうして成人を
迎えられたことを大変う
れしく思います。今まで
自分を育ててくれた家族
や先生方に感謝の気持ち
でいっぱいです。�
　これからは、成人した
という自覚を持ち、自分
の行動に責任の持てる大
人になりたいです。�

稲
田
俊
一

�さ�
ん�

　たくさんの方々に支え
てもらい、無事に成人を
迎えることができました。
感謝の気持ちでいっぱい
です。�
　これからは、成人とし
ての自覚と責任を持ち、
社会に貢献できるように
努力していきたいと思い
ます。�

吉
田
佑
香

�さ�
ん�

　多くの方々の支えによ
り、こうして成人式を迎
えることができ、心から
感謝しています。�
　これからは、成人とし
て責任ある行動を心掛け、
少しでも社会に貢献して
いきたいと思います。�

幸
田
健
秀

�さ�
ん�

堂

々
と成人証書を受けとる

今泉
さ

ん

まちの話題�



新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。�きっぷは鏡石駅で�２月20日（火）、３月２日（日）午後１時30分から３時30分まで町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

広　　　告

栃木県大田原市

　今月号では、栃木県大田原市出身の面川節子さんを
訪ねました。�
　大田原市は、栃木県の北部に位置する人口約７万８
千人、鮎の漁獲量日本一を誇る清流那珂川が流れると
ころです。「源氏と平家の戦いで扇の的を見事射落と
したことで知られる那須与一の郷。大田原は、雷が多く、
少し温かいぐらいで、あまり鏡石と変わらないですね」
と話してくださいました。�
　面川さんは、昭和４６年に鏡石町に引っ越され、面
川青果店の看板女将として活躍されています。「早寝
早起き、３度の食事を心掛けています。特に野菜を中
心に採るようにしています。笑顔で接客できるよう、
健康には人一倍気を遣っています。今は商売漬けの毎
日なので、九州や北海道など国内の色々な場所を旅行
できればいいですね」と笑顔で語ってくださいました。�
　まちづくりについて尋ねると「イベントは駅利用者
もターゲットとして、駅前周辺を中心にすると盛り上
がるのではないですか。盆踊り会場が小学校の校庭に
なってしまったのは残念ですね」と答えてくださいま
した。�

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。
故郷の思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、
町総務課（　62-2111）までお電話ください。�

面川　節子さん（本町本町）面川　節子さん（本町）

おおたわら�

■小さなことから�
　　　　コツコツと■�
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な　か　がわ�

　
障
害
者
扶
養
共
催
制
度
は
、
心

身
障
が
い
者
の
保
護
者
が
、
自
ら

の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
な
ど

に
、
障
が
い
者
に
終
身
年
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。�

　
今
年
４
月
１
日
以
降
に
新
規
加

入
す
る
方
の
掛
金
が
大
幅
に
増
額

さ
れ
る
た
め
、
今
回
、
特
別
に
３

月
31
日
の
加
入
月
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

　
３
月
31
日
ま
で
に
新
規
加
入
す

る
と
、
既
に
加
入
さ
れ
て
る
方
と

同
じ
掛
金
で
、
お
安
く
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
月
31
日
の
、

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月

29
日（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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�

　
町
で
は
、
灯
油
価

格
の
高
騰
の
た
め
、

一
定
の
要
件
を
満
た

す
世
帯
を
対
象
に
灯

油
代
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。�

◎
助
成
の
対
象
者�

　
平
成
20
年
１
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
19
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
で
次
の

　
か
ら
　
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

の
世
帯
主
と
し
ま
す
。�

　
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯�

　
重
度
障
害
者
世
帯
（
障
害
の
程

度
に
よ
る
）�

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
母
子
及
び
父
子
の
み
の
世
帯�

◎
助
成
金
額�

　
１
世
帯
あ
た
り
５，

０
０
０
円

を
上
限�

◎
申
請
方
法�

　
対
象
世
帯
に
は
、
町
が
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
鏡

石
町
福
祉
灯
油
給
付
券
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
町
か
ら
申

請
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、�

詳
し
く
は
、
町
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

◎
福
祉
灯
油
給
付
券
使
用
方
法�

　
申
請
に
基
づ
き
、
対
象
世
帯
に

福
祉
灯
油
券
を
発
行
し
ま
す
。
町

商
工
会
加
盟
販
売
業
者
（
会
田
商

店
、
雨
田
屋
、
オ
サ
ダ
石
油
）
で

給
油
し
、
福
祉
灯
油
給
付
券
に
署

名
し
て
販
売
業
者
に
渡
し
て
く
だ

さ
い
。
（
お
釣
り
は
返
却
し
ま
せ

ん
）
使
用
期
限
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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●
道
路
特
定
財
源
と
は
？�

　
自
動
車
利
用
者
が
ガ
ソ
リ
ン
税

（
揮
発
油
税
）
な
ど
の
税
金
を
負

担
し
て
、
道
路
整
備
の
た
め
に
お

金
を
確
保
す
る
制
度
で
す
。�

　
戦
後
、
日
本
の
立
ち
後
れ
た
道

路
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す

る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
財
源
が

必
要
で
し
た
。
道
路
整
備
を
す
る

こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
自
動

車
利
用
者
に
課
税
し
、
道
路
整
備

に
使
う
制
度
と
し
て
昭
和
28
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
道

路
整
備
費
の
財
源
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
本
来
の
税
率
に
上
乗
せ

（
暫
定
税
率
）
を
し
て
い
ま
す
。�

�

●
税
金
の
使
い
途
は
？�

　
事
故
が
多
い
道
路
の
改
良
、
通

学
す
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

の
道
路
整
備
、
自
然
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
の
対
策
、
安
全
に
快

適
に
通
行
す
る
た
め
の
維
持
管
理
、

過
去
に
整
備
し
た
道
路
の
借
金
返

済
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

�

●
ど
う
し
て
制
度
を
見
直
そ
う
と

し
て
い
る
の
？�

　
国
や
地
方
の
財
政
事
情
は
大
変

厳
し
く
、
財
源
を
道
路
整
備
に
特

定
せ
ず
に
社
会
福
祉
や
教
育
な
ど

自
由
に
使
え
る
お
金
に
し
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
道
路
特

定
財
源
制
度
の
根
拠
と
な
る
法
律

や
本
来
の
税
率
よ
り
上
乗
せ
（
暫

定
税
率
）
す
る
こ
と
を
定
め
る
法

律
の
有
効
期
限
が
平
成
20
年
３
月

末
で
切
れ
る
か
ら
で
す
。�

�

●
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

私
た
ち
の
生
活
へ
の
影
響
は
？�

　
ガ
ソ
リ
ン
は
安
い
方
が
良
い
で

す
が
、
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
る

と
、
鏡
石
町
で
は
、
約
６，
０
０

０
万
円
の
財
源
が
減
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
道
路
の
改
良
や
舗
装
の

修
繕
を
す
る
た
め
に
は
、
教
育
や

福
祉
、
医
療
と
い
っ
た
他
の
予
算

全
体
に
も
影
響
し
、
町
民
生
活
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。�

　地球温暖化をはじめとする地球規模のエネル
ギー・環境問題が世界的な課題となっています。�
　環境への負荷軽減のため、節電やアイドリング・
ストップ、リサイクル、ゴミ減量化など、一人
ひとりが身近なことから実践してみましょう。�
《具体的な省エネ行動事例》�
・暖房機器は室温20度を目安に調節しましょう。�
・テレビをつけっぱなしにしたまま他の用事を
しないようにしましょう。�
・お風呂は、間隔を置かないで入り、追い焚き
をしないようにしましょう。�
・電気製品は、長時間使わないときはコンセン
トからプラグを抜きましょう。�
《ゴミ減量化》�
・鏡石町の家庭ゴミの排出量がわずかながら増
えています。分別の徹底やマイバックの利用
などにより、ゴミの減量化にご協力下さい。�

心
身
障
害
者
扶
養
制
度
の

　
　
　
　
掛
金
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

教
え
て
道
路
特
定
財
源�

生ごみの減量化と有効利用のためEMバケツ�
　　　　　　　　　　　　　設置奨励金交付中�

19年�種　別�

鏡石町の1年間（1月～12月）のゴミ収集量（t）�

◎問い合せ先　健康福祉課　　62－2115

燃 え る ゴ ミ �

燃えないゴミ�

資 源 物 �

合 計 �

2,868.8�

160.5�

254.5�

3,283.8

18年�

2,734.4�

171.6�

256.8�

3,162.8

前年対比�

104.9％�

93.5％�

99.1％�

103.8％�

加入時年齢�

35歳未満�

35歳以上～40歳未満�

40歳以上～45歳未満�

45歳以上～50歳未満�

50歳以上～55歳未満�

55歳以上～60歳未満�

60歳以上～65歳未満�

5,600円�

6,900円�

8,700円�

10,600円�

11,600円�

12,800円�

14,500円�

4月以降新規�
加入者の掛金額�

3月加入者の�
掛金額�

9,300円�

11,400円�

14,300円�

17,300円�

18,800円�

20,700円�

23,300円�

灯油代金の一部を助成します�
鏡石町福祉灯油緊急助成事業



　
子
育
て
少
子
化
対
策
と
し
て

多
子
世
帯
に
お
け
る
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

保
育
所
ま
た
は
民
間
の
認
可
外

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童

の
保
護
者
に
対
し
、
保
育
料
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
が
本
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
平
成
19
年
４
月

分
の
保
育
料
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
児
童
の

い
る
保
護
者
の
方
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

◎
対
象
者
世
帯�

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

世
帯
が
対
象
と
な
り
、
　
、
　
は
、

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
を
基

準
と
し
て
い
ま
す
。�

　
18
歳
未
満
の
児
童
が
３
人
以

上
い
る
世
帯�

　
３
人
目
以
降
が
３
歳
未
満
で

保
育
所
ま
た
は
認
可
外
保
育

所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の

世
帯�

　
保
護
者
が
町
民
税
や
保
育
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯�

◎
補
助
額�

・
保
育
所
　
保
育
料
の
２
分
の

１
〜
４
分
の
１
（
最
大
月
額
１

万
２
０
０
０
円
）�

・
認
可
外
保
育
所
　
保
育
料
の

２
分
の
１
（
最
大
月
額
１
万
円
）�

◎
申
請
期
限
　
２
月
29
日
（
金
）�

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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み
ん
な
の
造
形
教
室�

・
日
時
　
２
月
17
日
（
日
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時�

・
講
師
　
絵
本
造
形
作
家�

　
　
　
　
　
菊
地
　
清
　
先
生�

・
内
容
　
立
体
カ
ー
ド�

　
「
ハ
ー
ト
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ

う
」�

　
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で

楽
し
め
る
内
容
で
す
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

・
持
っ
て
く
る
も
の�

　
カ
ッ
タ
ー
、
ハ
サ
ミ
な
ど�

・
参
加
希
望
者
は
図
書
館
ま
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
子
ど
も
映
画
会�

・
日
時
　
２
月
９
日
（
土
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で�

・
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ�

　
「
ブ
ラ
ザ
ー
・
ベ
ア
２
」�

　
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
時
　
２
月
16
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
　
あ
ゆ
み
ら
い�

・
内
容
　
絵
本
「
し
っ
ぽ
の
つ
り
」

の
読
み
聞
か
せ
ほ
か�

　
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な

し
会�

・
日
時
　
２
月
20
日
（
水
）�

　
午
前
11
時
か
ら�

・
内
容
　
絵
本
「
か
く
れ
ん
ぼ
」

の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
ほ
か�

・
対
象
者
　
就
園
前
の
幼
児
と

保
護
者�

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー�

　
２
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は
『
受

賞
絵
本
』
で
す
。�

　
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を

受
賞
し
た
絵
本
を
一
堂
に
展
示

い
た
し
ま
す
。�

�

※
休
館
の
お
知
ら
せ�

　
２
月
26
日
（
火
）
か
ら
３
月

２
日
（
日
）
ま
で
蔵
書
点
検
の

た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。�

　
期
間
中
、
貸
出
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
返
却
は
受
付
し
ま
す
。

玄
関
脇
の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の
皆
様

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
図
書
館�
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�

12月29日（土）～２月29日（金）まで冬場の２ヶ月休園します。�ふれあいの森公園休園のお知らせ�税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

○高齢者健康教室�
・成田区�
日時　２月12日(火)午前10時～�
場所　成田保健センター�
・鏡石４区�
日時　３月６日(木)午前10時～�
場所　４区集会所�
○３～４か月児健康診査�
日時　２月20日(水)午後１時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
○つどいの広場子育て講座　※申込み制�
内容　ママと赤ちゃんの�
　　　エアロビクス教室�
日時　２月25日(月)午前10時～�
場所　町保健センター　�
○親子ビクス　※申込み制�
日時　２月28日(木)�
場所　児童館�
○１・２歳児健康相談�
日時　３月７日(金)午前９時30分～�
場所　町保健センター�

　
町
で
は
、
平
成
20
年
度
排
水

設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
手
続

き
を
次
の
と
お
り
受
付
い
た
し

ま
す
。
期
間
が
満
了
と
な
る
指

定
工
事
店
は
、
必
ず
期
間
内
に

更
新
ま
た
は
廃
止
の
手
続
き
を

と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
新
規
登
録
は
随
時
受

け
付
け
ま
す
。
（
平
成
20
年
４

月
１
日
付
で
指
定
を
受
け
た
い

場
合
は
２
月
29
日
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
）�

◎
受
付
期
間�

　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
２
月

29
日
（
金
）
ま
で�

◎
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
上
下
水
道
課�
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【
お
知
ら
せ
】�

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
下

水
道
（
公
共
下
水
道
ま
た
は
、

農
業
集
落
排
水
）
へ
の
接
続
工

事
が
お
済
み
で
な
い
方
は
速
や

か
に
実
施
く
だ
さ
い
。�

�

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

更
新
手
続
を
受
け
付
け
ま
す

専門医による公開健康相談会開催
「糖尿病・脂質異常のコントロール」

日　時　２月２２日（金）午後１時３０分�
講　師　太田西ノ内病院�
　　　　副院長　糖尿病センター長　鈴木進�
場　所　勤労青少年ホーム　２F�
参加申込み　健康福祉課　電話６２－２１１５

造形教室では、このような作品を�
作ります。�

10

戸籍の窓�

（19.12. 31 現在）�

火　災 � 10件　�（12）�
救　急�
水　害 �

570�
０�
件�
件�
（520）�
（０）�

（　）は前年同期の件数�

「火は見ている　あなたが離れる　その時を」�
（全国統一防火標語）�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（20. １. 1 現在）�

12,728人 �（＋９）�

6,215 人 �（＋８）�

6,513 人 �（＋１）�

3,964 世帯 �（＋２）�

（　）�は前月との比較�

（19.12. 31 現在）�

件　数 � 93件 �（78）�

死　者 �１人 �（０）�

傷　者 � 114人 �（108）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　139日～�

地区 � 赤ちゃん � お父さん � お母さん�

地区 � 花むこさん � 花よめさん�
お　い　わ　い�

11

地区 � 氏　名 � 年齢�
か　な　し　み�

よ　ろ　こ　び�

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

information

図
書
館

図
書
館
だ
よ
り

だ
よ
り
�

図
書
館
だ
よ
り
�

多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
軽
減
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

－12月受付分－�

笠　石　工藤　瑠莉　 賢　司　 由　美�

　〃　　遠藤　優花　 周　作　 史寿子�

鏡石１　永山　　栞　 　豊　　 千　恵�

鏡石２　　久壮太郎　 茂　徳　 智　美�

鏡石４　石堂　智也　 政　次　 照　美�

旭　町　池田　颯空　 高　博　 綾　香�

笠　石�

　〃�

面 川 辰 夫 �

栗 原 智 行 �

（滝口）君　江�

（山口）裕　子�

　　る　り�

　　ゆうか�

　　 　しおり�

そう　た　ろう�

　　とも　や�

　　はや と�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�

乳幼児健診等のお知らせ

固定資産税（4期）  �
上下水道使用料（12・1月分）  �
の納入期限は２月28日です。  

廃車・名義変更手続きはお早めに！�

【手続き方法】

届出・問い合わせ先 必要なもの車　　種

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車やバイク、トラ
クターなどの所有者に対して課税されます。�
　廃車した時、人に譲った時などは所定の手続きをしないと、
平成20年度の軽自動車税が課税されることとなりますので、３
月末日までに下表のとおり手続きをしてください。�

原動機付自転車
(125cc以下)
小型特殊自動車
(農耕用その他)

町税務町民課�
電話62-2114

福島県軽自動車協会�
福島市吉倉字谷地16-7�
福島軽自協会館内�
電話024-546-2577

福島陸運支局�
福島市吉倉字吉田54�
電話024-546-0341

軽二輪
(126cc～250cc)
軽三輪・軽四輪

二輪の小型自動車
(251cc以上)

ナンバープレート、
印鑑（所有者・届
出者）、標識交付
証明書�

車種によって手続
きの方法が多少異
なりますので、事
前に確認してくだ
さい。�



【応募はがき表面記入例】
１．宛先　〒969-0492　鏡石町不時沼３４５番地
２．宛名　鏡石町役場　都市建設課内
　　　　　鏡石スマートＩＣ社会実験協議会　行

【応募はがき裏面記入事項】
１．住　　所　
２．氏　　名　
３．電話番号　
４．年　　齢　
５．ＥＴＣカード番号
６．車両番号（車のナンバー）　
７．希望商品　Ａ賞かＢ賞希望する方を記載して下さい。
8．鏡石スマートＩＣの主な利用方法
　 ・通勤割引を利用した毎日の通勤
　 ・休日の行楽、ショッピング等

（
記
入
例
）

広報かがみいし2月号
発行／福島県鏡石町役場　〒969－0492  福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345番地
電話／0248（62）2111（代表） URL／http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp
編集／総務課　印刷／（有）和田印刷

応
募
は

10
回
利
用
を
１
口
で

この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を
使っています。FSC認証紙は、適切に管理された森林の木
材を原料としており、バランスの取れた「植林→育成→伐
採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。
森林保全を支援することによって地球温暖化の原因である
CO2削減にも役立ちます。

　

東
北
自
動
車
道
鏡
石
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）が
、昨

年
９
月
に
社
会
実
験
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
で
は
、１
日
平
均

４
０
０
台
の
利
用
が
あ
り
、１
月

に
は
、５
万
台
の
利
用
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝

と
今
後
の
利
用
促
進
の
た
め
、

「
鏡
石
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
用
感
謝

抽
選
会
」を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。み
な
さ

ん
振
る
って
ご
応
募
願
い
ま
す
。

◎
実
施
内
容

①
応
募
対
象
期
間
中
、鏡
石
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
10
回
利
用
を
１
口
と

し
て
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

②
応
募
は
一
人
何
口
で
も
結
構
で

す
。

③
当
選
景
品
は
、１
等
か
ら
３
等

ま
で
準
備
し
ま
す
。

　

商
品
は
、町
特
産
品
と
し
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
促
進
と
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
併
せ
て
実
施
し
ま

す
。

鏡石スマートIC社会実験

④
抽
選
に
よ
る
当
選
者
は
、本
人

への
連
絡
と
共
に
鏡
石
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
社
会
実
験
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
て
発
表
し
ま
す
。

⑤
同
一
者
に
よ
る
重
複
当
選
は
無

効
と
し
、再
度
抽
選
に
て
当
選
者

を
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

第
１
回
応
募
及
び
そ
の
対
象
期
間

　

平
成
20
年
２
月
１
日
〜
２
月

25
日

第
２
回
応
募
及
び
そ
の
対
象
期
間

　

平
成
20
年
３
月
１
日
〜
３
月

25
日

◎
景
品

１　

等
Ａ
賞　

町
民
プ
ー
ル「
す
い
す

い
」回
数
券
11
枚
綴
り
×
２
冊

Ｂ
賞　

鏡
石
町
産
い
ち
ご
等
特

産
品
１
万
円
相
当

２　

等
Ａ
賞　

町
民
プ
ー
ル「
す
い
す

い
」回
数
券
11
枚
綴
り
×
１
冊

Ｂ
賞　

鏡
石
町
産
い
ち
ご
等
特

産
品
５
千
円
相
当

３　

等
Ａ
賞　

町
民
プ
ー
ル「
す
い
す

い
」１
数
券
５
枚

Ｂ
賞　

鏡
石
町
産
い
ち
ご
等
特

産
品
３
千
円
相
当

※
各
等
１
名
を
抽
選
に
て
決
定

し
ま
す
。ま
た
、Ａ
賞
も
し
く

は
Ｂ
賞
を
選
択
し
て
応
募
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鏡
石
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

協
議
会（
事
務
局　

町
都
市
建

設
課
）　　
　
　

62
―
２
１
１
６

利用感謝抽選会

抽選で毎月3名に豪華プレゼント!!

Ａ賞　すいすい回数券 Ｂ賞　特産品いちご
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